








要約:大阪の新生児診療相互援助システム(NMCS)において 1980 年以来、各参加病院(初期

7施設から現在は 26施設)の入院児に関して、母体分娩情報 82 項目、新生児情報 42 項目、

搬送情報 39項目、新生児診断・処置項目 6l 項目の計 230 項目にわたる詳細なデータベー

スを構築して来た。1995 年までの 16 年間の約 3 万件のデータベースを解析し、今後の周

産期医療の方向性と問題点の抽出を計った。1)大阪府内の新生児死亡/超低出生体重児/極

低出生体重児の把握率、2)出生場所別/出生体重別/搬送担当者別の入院数年次推移、3)新

生児疾患の疾患別出生体重別死亡率、4)超低出生体重児の死亡率  、5)死亡率と剖検率の

年次推移、6)人工換気療法の施行数の年次推移などについて解析をした。


